
第 1部 戦略・事例紹介 

14:30～15:00 
基調講演

選ばれる企業になるための脱炭素戦略
～CFPを企業価値向上につなげるには～

アスエネ株式会社

営業部・サブリーダー 大島 一真 氏

脱炭素への対応が企業評価や取引条件にも影響し始める中、CFPは企業価値向
上や競争力強化につながる取組として注目されています。
本講演では、脱炭素・CFPを取り巻く最新動向に加え、企業が環境対応をどのよう
に事業へ取り込み、「選ばれる企業」へ変えていくか、支援事例も交えてご紹介します。

１

15:00～15:20 
事例１2

人・時間・資金が限られる地方中小

企業が、どのようにGXへ向き合い、現

場へ落とし込んできたのか。SBT認証

取得から社員浸透、「まずやってみる」

小さな実践まで、リアルな課題と工夫

を交えてご紹介します。
水町 幸浩 氏

15:20～15:40  
事例２3

毛利 明光 氏

脱炭素を図って立ち上げた自然

派クリーニング事業、廃棄物からの

アップサイクル商品開発などの事例

をご紹介。業界初の取り組み等、

既存事業・サービスをいかに脱炭素

へシフトさせたかをお話しします。

15:40～15:50  
支援紹介 脱炭素ビジネス成長支援プログラムについて

福岡市 経済観光文化局 経営支援課4

第2部 オンラインワークショップ 15:50～16:30 

株式会社

ミズマチ
専務取締役

アルサグループの環境経営シフト
～環境配慮型の事業開発へ～

まずやってみるGX経営
～地方中小企業の現場実践～

篠原啓佑 氏
代表取締役

自社の強みや既存事業を棚卸しし、
GX・脱炭素の視点から新たな価値や
ビジネス機会を発見します。
簡単なワークを通じて、
「自社だからできるGX」を具体化し、
実践につなげるヒントをお伝えします。

ワークショップ講師

自社の強みをGX・脱炭素ビジネスにつなぐには

<参加無料>
オンライン開催

会場開催はありません

※ 事前にワークシートを送付します。

世界一エシカルなリネンサプライ企業を目指して幅広い脱炭素や環境改善の

取り組みを展開しているアルサグループ。

経営を環境シフトさせることで販路拡大につなげています。

産業資材・機械工具の卸売を基盤に、施工・設計・省力化提案を行う産業

ソリューション企業です。中小企業版SBTを取得し、サプライチェーンを含めた

脱炭素に取組んでいます。

企業・自治体向けに、Scope1〜3のCO₂排出量の見える化・削減・報告を支援するサービス

「ASUENE」を提供。脱炭素・ESG領域のマルチプロダクトをワンストップで展開しています。

14:30～15:50 

申込締切
 7月6日（月）

お申込はこちら ⇒

・経営層の方

・営業・企画担当の方

・環境・推進担当の方

株式会社

アルサホール
ディングス
執行役員

第156回 エコ塾

第156回 エコ塾

第156回エコ塾では、脱炭素を成長戦略として

『競争力強化・販路拡大』へとつなぐための戦略と

リアルな実践事例をご紹介します。

ワークショップで自社の強みをGX・脱炭素の視点で整理し、

企業成長につながる『脱炭素ビジネスの可能性』を考えます。

人材不足をGX･DXの活用・海外高度人材・大学連携で解決する実践事例をご紹介！

製造業における人材不足は深刻化しており、従来の手法だけでは解決が難しくなっています。

一方で、 GX･DXによる企業価値向上・業務改革、海外高度人材の活用、大学との連携 により、

人材確保と成長を両立する企業も現れています。

北九州市立大学とコラボしてお届けする今回のエコ塾では、これらの取り組みを実践する企業・大学が登壇し、

「人材確保から育成・活躍までの具体策」 を紹介します。。

令和７年

7月9日 木
13：3０～１5：３5

ハイブリッド開催

エコテクノ２０２６会場よりお届けします！！

会場
 AIMビル3階 311会議室（北九州メッセ 東側）
北九州市小倉北区浅野3-8-1

会場参加：先着60名 ※公共交通機関でのご来場をお願いします。

プログラム

開会ご挨拶 公立大学法人 北九州市立大学 理事・副学長 中武 繁寿 氏

基調講演 13:35～14：１５

DX時代の製造業人材戦略 ～人をより活かす経営へ～
労働人口減少が進み、人材確保が困難な状況が加速する中で、経営が取り得る選択肢とは何か？！
人材確保がすべてではない、ＡＩを中心としたDXを組み合わせたこれからの人材戦略の考え方やコツをご紹介。

～北九州市立大学コラボ企画～第157回 エコ塾

GX×DX実践事例 14:15～14:35

Dream Mapで実現する人材戦略
社員参加型のDream Mapで未来像を
共有し、ISO9001・DX・GXを経営に統合。
主体性と一体感を高め、人材不足に対応する
実践を紹介します。

主催： 九州環境エネルギー産業推進機構

 一般財団法人九州オープンイノベーションセンター

         北九州環境ビジネス推進会

川口 千恵子 氏

熱産ヒート株式会社
代表取締役社長

地域製造業の人材経営 14:35～14:55

地域製造業が挑む
GX人材づくり

 

松本工業はGXへの挑戦を契機に、技術開発を
支える人材育成、若手・女性・多様な人材が
活躍できる職場づくりを進めてきました。
地域や大学との連携事例も交え、製造業に
おける人材確保・育成の実践を紹介します。 早川 弘幸 氏

海外高度人材活用事例 14:55～15:15

アジアを中心とした高度外国人材
活用で進める技術革新
インド工科大学、インドネシアのバンドン工科大学
からのインターンシップや佐賀大・電通大・旭川
高専も含めた学生を中心としたラボ運用を通じ、
高度外国人材の育成・採用を行っています。
設計・開発など専門性の高い業務を外国人材と
一緒に行っている事例を紹介します。

渡邊 美信 氏

大学の取り組み 15:15～15:35

産学共創PBLで育む
デジタル・イノベーション人材
国際環境工学部で培った25年にわたるPBL教育
の実績を基盤に、新たな高大接続と産学共創を
通じて、2027年4月開設の情報イノベーション
学部で進めるデジタル・イノベーション人材育成
の取り組みを紹介します。

❶

❷ ❸

❹ ❺

松本工業株式会社
取締役技監

株式会社
中山ホールディングス
取締役部長 中武 繁寿 氏

北九州市立大学
理事・副学長

※PBL:Project-Based-Learning

三菱総研ＤＣＳ株式会社
九州支社長

中村 祥子 氏
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